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1．新しく開発されたAFP・RIAキット（SD－8571，シオ

　　ノギ）の基礎的検討
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　今回新しく開発されたAFP・RIAキットの基礎的検

討を行った．

　1）標準曲線のC．V．は1．5～8．4％の間にあり，安定

した標準曲線が得られる．

　2）Incubationは第一反応が2～3時間で25～37℃

の室温，第二反応は30～60分で25～37°Cの室温で良好

なる測定結果が得られる．

　3）再現性のcV．は同時再現性が4．8～9．8％，日差

再現性が6．4～7．0％であり，ともに満足すべき値であっ

た．

　4）回収率は92．4～117．6％の間にありほぼ満足すべ

き値であった．

　5）希釈曲線では良好なる直線性が得られた．

　6）CEA，　fe　rritin，β2－MGとの交叉性は全く認めら

れなかった．

　7）本法と他の二抗体法キット間の相関はr＝0．965

（p＜0．01，n＝75）で，有意なる正の相関関係にあった．

　8）正常域の上限は12mg／m1で良いと考えられる．

　以上のごとく本法は，測定に供する血清も微量（50μ∫）

で，測定法は簡便で再現性にも優れることより，他の

RIAキットと同様に血中AFP測定に十分利用でき得

ると考える．

礎的，臨床的検討を行った．Standard　curveのBIBoは，

最高濃度の6ng／dlにて01d　kitの65％に対しNew　kit

40％と良好なcurveを示した．　Assay　tubeの抗体に結

合するfree　T4の％は，正常値2．9土0．5％で，平衡透析

法による％free　T4の正常値0．013％の約200倍を示し，

Hyperthyroidismでは血清のfree　T4過剰のため抗体の

飽和度が高く，低値を示し，Hypothyroidismでは逆に

高値を示した．

　各種疾患群について，検体量を変化させ，Assay　tube

の抗体結合率の変動を検討すると，双曲線の関係が得ら

れ，％free　T4が不飽和結合蛋白に逆比例するという質

量作用の法則と一致した．kitの測定法に従って，検体

量を変動させ測定したB／Boは25μ1から100μ1の範

囲でほぼ一定値を示したが，10μ1では軽度の上昇を認

めた．

　各種疾患，機能におけるkitの測定値の平均土標準偏

差は，正常人31例，L7土O．2　ng　Hyperthyroid　16例，

4．5土1．5ng，　Hypothyroidism　11例，0．5土0．4　ng，　Preg－

nancy　10例，1．2±0．2　ngですべて0．1％の危険率で有意

差が認められた．Old　kitとNew　kitの相関関係は，相

関係数0．990，回帰直線Y＝0．83X＋0．23，平衡透析とNew

kitとの相関関係は相関係数0．965，回帰直線はY＝

0．87X＋0．73であった．各種疾患においても従来から知

られているfree　T4の変動に，ほぼ一致し，　Old　kit，平

衡透析とも高い相関関係が得られた．
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今回Gamma　coat　free　T4　kitの内容変更に伴い，基

　1963年にH．0．Angerによって開発されたγ線検出原

理にもとつくシンチカメラが現在も広く利用されている．

なお，従来より感度および分解能を高めるために，コリ

メータやシンチレータおよび光電子増倍管（PMT）の特

性改善の研究がなされている．とくに，分解能に影響を

及ぼす因子としては，PMTの感度の不均一性，エネル
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